
平成１７年度京田辺市普通会計決算概要 

 

 

１ 決算規模 

  

歳入は、臨時的な使用料、財産収入や普通建設事業費の財源となる地方債等が

減少したことから、総額は前年度比△４．５％減の２０，８２５，２５９千円と

なりました。 

歳出は、生活保護費等の扶助費が増加したものの、普通建設事業費が大幅に減

少したことから、総額は前年度比△４．７％減の２０，５６３，９９８千円とな

りました。 

 

 

２ 決算収支 

 

歳入歳出差引は２６１，２６１千円の黒字となり、このうち、翌年度へ繰り越

すべき財源１９１，５７０千円を差し引いた実質収支は、６９，６９１千円の黒

字となりました。 

平成１７年度実質収支から平成１６年度実質収支を差し引いた、単年度収支は、

△４９，２６１千円の赤字となりました。 

単年度収支に、財政調整基金の積み立てと取り崩しを加味した、実質単年度収

支は、△３３３，２６１千円の赤字となりました。 

 

（単位：千円） 

区分 平成 17年度 平成 16年度 

歳入総額 A 20,825,259 21,813,221

歳出総額 B 20,563,998 21,583,822

歳入歳出差引 C=A-B 261,261 229,399

翌年度に繰り 

越すべき財源 
D 191,570 110,447

実質収支 E=C-D 69,691 118,952

単年度収支 F △ 49,261 △ 27,989

積立金 G 60,700 74,315

繰上償還金 H 0 0

積立金取崩し額 I 344,700 142,900

実質単年度収支 J=F+G+H-I △ 333,261 △ 96,574



３ 財政構造の弾力性 

 

「三位一体の改革」による、国庫支出金の一般財源化に対する措置として、所

得譲与税が増加したことから、経常一般財源は前年度比１．４％増の１２，２４

２，７２３千円となりました。（臨時財政対策債・減税補てん債含む。） 

一方、生活保護費や児童手当等の扶助費が大幅に増加したことから、経常一般

経費は前年度比２．７％増の１１，７２９，９９９千円となりました。 

この結果、経常収支比率は９５．８％となり、前年度から１．２％悪化しまし

た。 

 

○ 経常収支比率 11,728,999 千円 ÷ 12,242,723 千円 ＝ ９５．８％ 

 

 

４ 将来の財政負担 

 

地方債現在高は、普通交付税の一部が臨時財政対策債に振り替えられたことや、

減税による税収不足を補うための減税補てん債の発行により、２２，５６２，３

０３千円となり、前年度から１８１，２１６千円増加しました。 

一方、積立金現在高は、特定目的基金を取り崩して、普通建設事業費に充当す

るとともに、財源不足を補うために財政調整基金を大幅に取り崩したことから、

６，７９６，０２０千円となり、前年度から△４７４，４３３千円減少しました。 

 

 

（単位：千円） 

区分 平成１７年度 平成１６年度 

地方債残高 22,562,303 22,381,087

積立金残高 6,796,020 7,270,453

 

 

５ 決算の特徴 

（１）主な歳入項目 

①市税 

 企業業績の回復に伴い法人税割が増加したものの、雇用形態の多様化によ

り個人所得割が減収となったこと、固定資産税のうち償却資産が減収となっ

たことから、市税総額は、前年度比０．９％増の８，３８５，５６８千円と

なりました。 

 

 



②地方交付税 

 普通交付税は、基準財政需要額、基準財政収入額ともに、前年度比１．２％

増加しましたが、臨時財政対策債への振り替えが前年度比△２３．８％減と

なったことから、地方交付税総額は、前年度比１０．６％増の２，２８４，

３２７千円となりました。 

 

③国庫支出金 

 「三位一体の改革」により、公営住宅家賃対策等補助が一般財源化されま

したが、三山木地区特定土地区画整理事業補助金が大幅に増加したことから、

国庫支出金総額は、前年度比１４．５％増の２，８９６，６１０千円となり

ました。 

 

④市債 

 旧地域総合整備事業債（老人福祉センター宝生苑及び大住児童館整備事業）

が皆減し、臨時財政対策債が前年度比△２３．８％減となったことなどから、

市債総額は、前年度比△３０．０％減の２，２７０，６６８千円となりまし

た。 

 

（単位：千円） 

区分 平成１７年度 平成１６年度 

市税 8,385,568 8,307,914 

譲与税・交付金 1,579,477 1,500,723 

地方交付税 2,284,327 2,064,777 

分担金及び負担金 441,374 572,301 

使用料・手数料 520,620 810,857 

国庫支出金 2,896,610 2,529,114 

府支出金 950,073 930,712 

地方債 2,270,668 3,242,600 

その他（繰入金・繰越金等） 1,496,542 1,854,223 

合計 20,825,259 21,813,221 

 

   

（２）主な歳出項目 

①人件費 

 委員等報酬や地方公務員共済組合等負担金などが増加したことから、人件



費総額は、前年度比１．３％増の５，３６７，７６０千円となりました。 

 

②扶助費 

 児童数の増加などにより、児童手当、児童扶養手当及び保育所入所措置費

が増加し、生活保護費のうち医療費が増加したことから、扶助費総額は前年

度比７．５％増の２，７４３，０９４千円となりました。 

 

③公債費 

 近年、急増する人口に対応するため、都市基盤整備や生活環境基盤整備を

積極的に実施するとともに、普通交付税の一部が臨時財政対策債に振り替え

られるなど、地方債残高が増加していることから、公債費総額は、前年度比

３．８％増の２，５０７，７６４千円となりました。 

 

④投資的経費（普通建設事業費） 

 市営住宅建設事業やリサイクルプラザ建設事業が増加したものの、老人福

祉センター宝生苑及び大住児童館整備事業、保健センター整備事業や墓地整

備事業が平成１６年度で完了したことから、投資的経費総額は、前年度比△

１９．８％減の４，１８３，１１６千円となりました。 

  

（単位：千円） 

区分 平成１７年度 平成１６年度 

人件費 5,367,760 5,298,992

扶助費 2,743,094 2,551,588

公債費 2,507,764 2,415,895

物件費 2,488,339 2,473,936

維持補修費 239,779 260,240

補助費等 755,885 1,010,704

積立金 356,752 362,608

投資・出資・貸付金 8,028 7,200

繰出金 1,913,481 1,985,368

投資的経費（普通建設事業費） 4,183,116 5,217,291

合計 20,563,998 21,583,822

 

 



（参考）京田辺市財政を家計にたとえると 

 

 地方財政の用語は普段あまり使わないものが多く、また、金額の桁が大きすぎ

るため、市の財政状況をイメージしにくいと思っておられる方も多いと思います。 

そこで、市民のみなさまに、市の財政状況を身近に感じていただくため、市財

政を家計にたとえてみました。 

 

 

○ 京田辺市財政（平成１７年度普通会計）を年間収入５００万円の世帯の 

家計にたとえると… 

 

【収入】 

平成１７年度普通会計決算（千円）  家計にたとえた場合（万円） 

市税・使用料手数料等 10,844,104   給料・アルバイト収入 260

国府支出金・交付税等 7,710,487   親などからの仕送り 185

地方債 2,270,668   ローン 55

計 20,825,259   計 500

 

【支出】 

平成１７年度普通会計決算（千円） 家計にたとえた場合（万円） 

人件費 5,367,760
  
食費 129

扶助費 2,743,094   家族の医療費 66

公債費 2,507,764   ローン返済 60

物件費 2,488,339   光熱水費等 60

補助費・投資、出資金等 763,913  親戚などへの援助 18

繰出金 1,913,481   子どもへの仕送り 46

積立金・翌年度繰越金 618,013  貯金 15

投資的経費・維持補修費 4,422,895   住宅の増改築・耐久財の購入 106

計 20,825,259   計 500

 

【ローン・貯金残高】 

平成１７年度普通会計決算（千円）  家計にたとえた場合（万円） 

地方債残高 22,562,303   ローン残高 542

積立金残高 6,796,020   貯金残高 163

 



 

収入のうち、家族の給料などでまかなっているのは、約半分の２６０万円で、

残りの約４割を親からの仕送り、約１割をローンに頼っています。 

 

支出では、食費、医療費、子どもへの仕送りやローン返済など、生活費と借金

返済で３７９万円と、全体の８割近くを占めています。 

また、家族が増えていることから、住宅の増改築代として１０６万円支出して

います。 

 

これまでの住宅購入などのために借りたローン残高が５４２万円で、年々増え

てきています。 

一方、貯金の残高は１６３万円ありますが、収入の足りない分を補うため、毎

年度、取り崩しをしていることから年々減ってきています。 

 

 

 

○ 今後の京田辺市の家計は… 

 

 収入では、家族の給料などはそれほどの伸びが見込めないほか、親からの仕送

りも増えることは期待できないことから、収入総額が増えることは予想できませ

ん。 

 

 支出では、家族の医療費、子どもへの仕送りやこれまでのローン返済といった

経費が少しずつ増えることが予想されます。 

 これらの経費は、生活が苦しいからといって、簡単に減らすことができない性

質のものです。 

 

 中期的な家計の見通し（京田辺市財政健全化計画）でも、収支不足が見込まれ

ており、少しでも収入を増やすとともに、食費や光熱水費の節約で支出を減らす

必要があります。 

 

 

 


